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JASAセミナー
感情の可視化を活用した

アンガーマネジメント支援の提案



スマートライフWG紹介

1. 人の感情（エモーション）や状態（バイタル）をセンシングし、
IoTとして応用するための技術の調査・研究を実施する。

2. 生活上の課題を解決する（QoL向上の）ソリューションを
組込みの視点から提案し、生活用IoTの普及を目指す。

3. プロトタイプを作成し、ソリューションの有用性について実証実験を⾏う。

活動目的

過去の主な活動実績
１．エモーションセンシング

2017ET展デモ、2018ET展デモ
２．スマート睡眠システム

東大駒場リサーチキャンパス公開2018
３．睡眠評価システム

東大駒場リサーチキャンパス公開2019
４．エモーションフラワー

2021ET展デモ
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1.エモーションセンシング（2017、2018ET展デモ）
目的
1. エモーションキャッチセンサの組み合わせ利用の実証実験
2. エモーションドリブンサービスとコミュニケーションロボットとの適性調査
3. ifLink Platformを活用したIoTシステム開発
例）エモーションセンサフュージョンシステムプロトタイプ構成

HDMI
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2.スマート睡眠サービス（リサーチキャンパス2018）
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目的
1. シート型センサ（非接触バイタルセンサ）の睡眠サービスへの応用
2. 生活用IoTでの、コミュニケーションロボットの適性調査
3. IoT-EX Platformを活用したIoTシステム開発
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http://www.commahouse.iis.u-tokyo.ac.jp/



3.睡眠評価システム（リサーチキャンパス2019）
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目的
1. 複数センサ（シート型センサ、トリリオンノード等）を組み合わせた

センシング、家電制御の実証実験
2. 対象者の意⾒（感覚）を制御に反映（フィードバック）する

スマート睡眠サービスの改善
3. IoT-EX 、ifLink Platform組み合わせたIoTシステム開発

https://trillion-node.org/

https://docs.leafony.com/



４.エモーションフラワー（ET2021展デモ）
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目的
1. オンラインコミュニケーション時に、感情を可視化する有用性調査
2. カメラ（画像）を利用した感情認識AIの精度確認
3. EdgeDeviceでのAI Framework動作検証

https://docs.leafony.com/



スマートライフWGで着目した課題と仮説
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話し⼿としては、相⼿が理解してい
るかを確認するため、相⼿の表情を
⾒たいが、顔出しをしていない場合、
相⼿の表情（感情）が⾒えず、コ
ミュニケーションが取りづらい。

オンラインコミュニケーション時に、リ
モート先の相⼿の感情（表情）を
可視化することで、コミュニケーション
の活性化に寄与できるのではない
か︖

オンラインコミュニケーションの課題 課題解決の仮説

・・・



相手に視覚情報（表情、感情）を伝える重要性
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メラビアンの法則
３つの情報がどれか一つでも一致しない場合は、
視覚情報＞聴覚情報＞言語情報の順番で、優先される。
視覚情報の占める割合は大きい。

視覚情報
55%

聴覚情報
38%

言語情報
7%

メラビアンの法則

視覚情報 聴覚情報 言語情報

越川慎司 「AI分析でわかった トップ5%リーダーの習慣」より

カメラをOffにして、顔出ししないと
情報が伝わりにくく、認識GAPが起きやすい。



色による可視化のメリット

© Japan Embedded Systems Technology Association
9

色による可視化のメリット
• 抽象化されていて把握しやすい。
• ⼼理的ハードルが下がる。
• 通信の量が少なくてすむ。（最少RGB24bit）



感情色仕様

© Japan Embedded Systems Technology Association
10

オンラインコミュニケーションで一般的に使われるカメラを利用し、
画像から感情を分類。感情の⾊は、プルチックの感情の輪に合わせた。

https://swingroot.com/plutchik-emotion/

単純に⾊を変えるのではなく、花の形にして、表現する。
エモーションフラワーと命名しプロトタイプの作成を実施。

※neutralの場合は、全LEDを白にする

プルチック感情の輪
感情を8つの基本感情（真ん中）と 2つの基本感情から
生まれる混合感情に分類。
さらにに基本感情には、感情の強さもある。



エモーションフラワープロトタイプ実機

© Japan Embedded Systems Technology Association
11

正面 中身

HW マイコン RaspberyPi3
LED NeoPixel Ring
カメラ USBカメラ（エレコム）

SW 言語 Python3
ライブラリ Tensorflow（keras）

Adafruit NeoPixel

Edgeのみで

動作可能



エモーションフラワープロトタイプ動作動画
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ハッピーミラーの検討
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コロナ禍で人との接触が減り、自分
の感情（表情）をアウトプットする
機会が減った。それにより、笑顔を
作ることが自然にできなくなった。
顔出しをしないオンラインコミュニケー
ションの弊害。

笑顔のトレーニングをすることにより、
表情筋を動かすことで、感情を豊か
に表現できるようになるのではない
か。それにより相⼿に感情をつたえ
やすくするや、自分のモチベーション
を上げたり、ポジティブな感情になれ
るのではないか︖
感情のセルフコントールをすることで、
アンガーマネジメントに活用できるの
ではないか︖

オンラインコミュニケーションの課題 課題解決の仮説



1.免疫⼒がアップする
笑いや笑顔には、ナチュラルキラー細胞という免疫細胞を活性化させ、免疫⼒をアップする効果がある

2.エイジングケアになる
顔のリフトアップ効果が期待きる

3.表情筋が刺激を受け、ポジティブな気持ちになる
笑顔になることで顔の表情筋が刺激を受け、
それが脳にフィードバックされると、ポジティブな感情が生まれる

4.コミュニケーションがスムーズになる
⼝角アップにより⼼理的安全性が担保される

5.笑顔は周りに伝染する
相⼿の笑顔につられて笑顔になるので、お互いにいい気分になる

6.幸福度がアップする
気持ちがポジティブなのでポジティブな発言が多く、幸せになる

笑顔の重要性
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『楽しいから笑うのではない。笑うから楽しいのだ』
ウィリアム・ジェームズ

（アメリカの⼼理学者・哲学者）



■仕様
• マジックミラーの裏にカメラをセットし、カメラを意識させない。
• カメラで笑顔を認識。（数秒間笑顔を作る）
• 笑顔を検出したら、LEDを光らせる。
• 笑顔が数秒間継続したら、スピーカーから⾳声を流す。

ハッピーミラープロトタイプ
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カメラ
マジックミラー

LEDケース
スピーカー



想定ユースケース
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アンガーマネジメントへの活用
怒りを鎮めるために、怒りを感じたら、笑顔を作る。（怒りは6秒間しか持続しない）

リモートワークへの活用
笑顔を作るってから、MTGへ参加。⼼理的安全性が確保されMTGが活性化する。

毎朝の身⽀度時に笑
顔の練習をするなど、
応用例はまだまだ︕



ハッピーミラープロトタイプ実機
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HW マイコン RaspberyPi3
LED フルカラーシリアルLEDテープ
カメラ Raspberry Pi カメラモジュール V2.1
スピーカ 伝振動スピーカー

SW 言語 Python3
ライブラリ Tensorflow（keras）

Adafruit NeoPixel



ハッピーミラープロトタイプ動作動画
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VOICEVOX:春日部つむぎ



ハッピーミラー改善検討
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• 笑顔検出時のスコアによって、LEDのパターン変更
• ⾳声のパターン増加
• 笑顔以外の表情検出での動作変更
• LED部分の⾒た目の改善
• 本体をコンパクトに変更

ハッピーミラーをJASA展示スペースに
展示しています。

是非、⾒に来て、試していただき、
感想、課題、改善点、

アイデア教えてください︕︕
ご質問もあれば、

ブースにてお受けします。



感情認識の応用
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• メタバース空間への適用
アバターに利用者の感情を表現する。
感情もコミュニケーション⼿段の1つ(言葉、ジェスチャーなど）
HMIの⼊⼒の一つとして、トリガにもできる。

• マルチモーダルAIによる精度向上
画像からのみでは、判断が難しいことがある。
バイタル、言語情報、⾳声の抑揚など、画像以外のデータを
組み合わせることで精度向上可能。

• データ取得ループ
ビジネス利用が始まれば、
データがされに集まり、精度が
向上する。特に個人データには、
価値がある。

感情分類
AI 体験価値

表情データAI強化



ifLinkとの連携
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ifLink Open Community 
https://iflink.jp/
ifLink Open Community 
https://iflink.jp/

今後、ifLink Open Communityとも連携し、活動していくことになりました︕
スマートライフWGの展示の隣に、ifLinkOpenCommunityも展示しておりますので、
是非、⾒学に来てください︕



WGメンバー募集
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スマートライフWGで⼀緒に活動してみませんか︖



スマートライフWGからのお願い
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スマートライフWGへの依頼事項お待ちしています。

■こんなもの作って、試してみてほしい。
■こんなセンサあるけど使ってみてほしい。
■こんなIoT PF使ってみて、使用感を教えて欲しい。
■こういうことやりたいんだけど、一緒にやってもらえない︖
などなど
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